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世界食品安全の日
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食品安全: 
科学の実践

ここから始めるコミュニケーションツールキット



私達はみんな、安全な食品を
必要としています。
しかし、食品は様々なハザード（危害要因）によって汚染される可能性があ　
ります。細菌、化学物質、菌類（カビ）や寄生虫などのハザードによって、　
少なくとも200の疾病が引き起こされる可能性があります。これらの病気は　
私達の健康、日々の生活、教育、そして経済に影響を与えます。しかし、私達　
が正しい知識をもって行動を起こせば、これらの病気は防ぐことができます。

毎年6月7日、国際連合食糧農業機関 (F A O )と世界保健機関 (W H O )は　
共同して、世界中で、食品安全の日への取組を励行しています。世界食品　
安全の日には、食品安全は私達が共有する権利であり責任であること、つま
り、誰もが果たすべき役割があることを思い出しましょう。

今年の世界食品安全の日を一緒にお祝いしましょう!  　　
あなたが、政策立案者や食品業界の経営者・従業員でも、教育者でも、消費　
者でもかまいません。　

食品安全はみんなのしごと
なのですから。 

世界食品安全の日
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生産者から、加工業者、輸送業者、小売業
者、調理者、消費者にいたるまで、フードサ
プライチェーンに関わる全ての人々が、食品
を安全に保つために、適正規範、合意された
プロセスそして規格が普遍的に適用されるこ
とに依存しています。

これらは全て、どのように、なぜ、食品が汚
染され私達が病気になるのかを探求する、利
用可能な最善の科学的根拠を、慎重かつ明確
に熟慮して適用することで得られるもので
す。科学者は食品安全上のハザードについ
て、既知のもの、確立されたもの、新たに生
じるもの、あるいは予測されるものかによら
ず、それらに伴うヒトの健康リスクを評価・
解析し、政策立案者や食品業界、そして消費
者が安全な選択ができるように助言を提供し
ています。

科学なくしては、しばしば世界中に広がり
複数の国境も越えるフードサプライチェー
ンにおいて、食品安全を維持することはで
きないでしょう。

今年の世界食品安全の日では、食品に関す
る十分な情報に基づく意思決定を行う上で、
科学が果たす重要な役割をお祝いします。

科学は、食品安全の土台と
なるものです。
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テーマ
食品安全 :
科学の実践



FAOとWHOは、世界で最も著名で独立した科学者を集め、食品安全に関する    
潜在的なハザードを慎重に評価します。FAOとWHOは、政策立案者、食品業界、
消費者、そして特にCodex委員会(Codex Alimentarius Commission; Codex)に 
対して、偏りのない、根拠に基づいた助言を行います。Codexは、FAO/WHO  
合同プログラムにより提供された科学的助言に基づき、食品の安全性と品質に 
関する、国際規格やガイドライン、そして実施規範を策定します。FAO/WHO   
合同科学的助言プログラムは、いくつかの常設及び特設の会議体から構成され 
ており、以下のようなものがあります。 

JMPR

JMPRに関する更なる情報については、
こちらをご覧ください : 

 JMPR at FAO | JMPR at WHO

JECFA
FAO/WHO合同食品添加物専門家会議

（JECFA）は1956年に設立され、今年は第100回
会合が開催される予定です。

JECFAでは、食品添加物や動物用医薬品残留
物、そして食品と飼料に含まれる汚染物質と
天然毒素に関係するリスクが評価されます。

JECFAに関する更なる情報については、
こちらをご覧ください : 

 JECFA at FAO | JECFA at WHO

FAO/WHO合同    
食品安全科学的   
助言プログラム

JEMRA
FAO/WHO合同微生物学的リスク評価専門家会
議（JEMRA）は、2000年に設立されました。

JEMRAは、食品における細菌性の病原、ウイ
ルス及び寄生虫に伴うリスクを評価し、また
それらリスクの順位付けを行うとともに、リ
スク管理オプションも評価します。その他の
作業として、JEMRAは、食品衛生規範の鍵と
なるガイダンス開発に必要な科学的助言を

提供してきています。
JEMRAに関する更なる情報については、

こちらをご覧ください : 
JEMRA at FAO | JEMRA at WHO

FAO/WHO合同残留農薬専門家会議（JMPR）
は、1963年に設立され、農薬の使用に伴うヒ
トの健康へのリスク評価を役割としています。

JMPRの専門家は、食品及び家畜用飼料におけ
る農薬残留物についてのデータと研究をレ

ビューし、それらのデータと研究は、食品に含
まれる可能性のある残留物の濃度や、ばく露さ
れても安全な量を決めるために使われます。

世界食品安全の日  2025年6月7日

https://www.fao.org/food-safety/scientific-advice/jemra-microbiological-risks/en/
https://www.who.int/groups/joint-fao-who-expert-meetings-on-microbiological-risk-assessment-(jemra)
https://www.fao.org/pest-and-pesticide-management/guidelines-standards/faowho-joint-meeting-on-pesticide-residues-jmpr/en/
https://www.who.int/groups/joint-fao-who-meeting-on-pesticide-residues-(jmpr)/about
https://www.fao.org/food-safety/scientific-advice/jecfa/en/
https://www.who.int/groups/joint-fao-who-expert-committee-on-food-additives-(jecfa)


科学は食品安全の
基礎
FAO/WHO合同食品安全科学的助
言プログラムによって設置されて
いるような、国際的な専門家によ
る会議体は、国際食品規格やガイ
ダンスの策定に極めて重要な役割
を果たし、策定された規格やガイ
ダンスは、各国の法律に影響を与
え、安全な食品の調和のとれた貿
易に貢献します。このことによっ
て、世界中の消費者が守られてい
ます。

安全でなければ
食品ではない
私達みんなに、食品に対する権利
があります。つまり、安全で栄養
が豊富で、値段も手頃で信頼する
ことのできる食品を、私達は手に
することができるべきだというこ
とです。

食品安全はみんな
のしごと
私達の食品の安全性は、生産か
ら消費までのフードサプライ
チェーンにおいて、適正規範と
良好なコミュニケーションを実
践できるかにかかっています。
誰もが、食品を安全に保つため
の役割を担っています。

データなくして　
科学は成り立たな
い
全ての政府と食品事業者が、
データの収集と共有において重
要な役割を果たしています。
データは、どのようにすれば食
品を安全に保てるのかを決める
ために科学者が用いる根拠とな
ります。

食品安全はたくさん
の科学分野に支えら
れています
微生物学や毒性学は、食品安全におい
て極めて重要な役割を果たします。変
化している世の中では、気候科学や社
会科学、その他の科学分野もまた、よ
り信頼性が高く統合された政策やガイ
ドラインの策定を手助けする役割を果
たしています。

教育が鍵
食品を安全に保つ方法について、若い
人達に教えたり、研究を推進したり、
消費者教育を行うことで、食品安全文
化が揺るぎないものとなるでしょう。

みんながリスク　　
マネージャー
私達はみんな、何を食べるか、また食
品をどのように扱うかを毎日選択して
います。これらの判断は、１人１人に
よって、また家族、地域社会、企業、
そして政府によって行われています。
食品安全に関するリスクを理解すれ
ば、より情報に基づく判断をすること
になります。
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主要なメッセージ
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事実と統計
毎年、6億人が、食品に由来する疾病で具合
が悪くなっています。食品に由来する疾病の
治療にかかる年間の費用は、150億米ドルだと推
定されています。

ある種のハザードは、食品の中でそのまま
であるわけではなく、増える可能性があり
ます。これらは、生きた微生物です。微生物は
私達には見えませんが動くことができ、増えま
す。動物が微生物を運ぶ可能性がありますし、
人についても同じことがいえます。微生物はい
つどこにでも存在します。科学は、これらの微
生物が人に与える可能性のあるリスクを管理
し、軽減するための条件を理解するのに役立ち
ます。

低・中所得国における食品に由来する疾病
による経済的負担は、生産性の低下や医療費
により、年間1100億米ドルを超えています。

いくつかの化学物質は、人がそれらの化学
物質に低濃度で長期に渡りばく露された場合
に、特定のリスクをもたらす可能性があ
ります。科学者達は、私達が生涯を通じてこ
れらの化学物質にばく露されるとしても、ど
うすれば安全でいられるかを判断するための
リスク評価方法を開発しました。

抗生物質に耐性をもった細菌が、食品から
見つかることがあります。農業界や畜産業
界は、抗生物質に耐性をもった病原体が、食品
を介して人に伝播しないよう、適正な抗生物質
の使用に警戒を怠ることのないようにしなけれ
ばなりません。

危険ゾーンを避けよう!   細菌は、一般に5℃
(41℉)から60℃(140℉)の範囲で急速に増える
ため、この温度範囲は、“危険ゾーン”として知
られています。汚染のリスクを低減するため
には、傷みやすい食品は、冷蔵保存(5℃以下)
するか、70℃以上で調理するべきです。

世界食品安全の日  2025年6月7日



•  研究に投資し、科学者達を支援す
ること。政府が政策を支援するため
に信頼できる科学に投資をすること
によって、良好なガバナンスのため
の堅実な基礎を築くことができます。

• データ収集に投資すること。これ
により、科学的助言の定期的な見直
しの手助けとなり、国内外でのデー
タ共有も促進されます。

• フードサプライチェーンにおけ
る食品安全を確実なものとし、消
費者に食品の安全性に対する安心
感を与え、新興リスクに取り組む
ための、科学に基づく政策を策定
すること。

• 食品を安全に保つための知識を
若い人達に与え、将来の食品安全
を確実にするための科学教育を推
進すること。

• 実施規範及びリスク管理手順の確
立の元となった科学的根拠の定期的
な見直しを促進し、その実施を監視
し調査するために、データ収集の取
組を支援すること。
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食品業界に
できること:

政府に　　
できること:

世界食品安全の日  2025年6月7日

あなたには何ができる
でしょう？
確かに、科学は食品安全ガイダンスの基礎と
なるものです。しかし、食品に由来する疾病
を実際に防げるかは、私達みんなが、正しい
行動をとるかにかかっています。

• 潜在的な汚染のリスクを特定し、
食品の安全な取扱、加工、流通、貯
蔵を確実にするために、科学的根拠
に基づき行動すること。

• 最新の食品安全規範や新興リスク
について、従業員を継続的に教育や
再訓練をすることによって、食品安
全の実践を強化すること。そうする
ことで、フードサプライチェーン全
体として、一貫した高い水準が確実
なものになります。



: :

現在まん延している食品に由来する疾病　
や新興リスクについて常に情報を把握する
ことが、私達みんなを安全にします。
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消費者に
できること

• 政府機関からの食品安全に関する
最新の助言を常に把握すること。発
生している食品に由来する疾病や新
たなリスクについて把握しておくこ
とが、私達みんなを安全にします。

学校に　　　
できること

アカデミア(学術界)に
できること

世界食品安全の日  2025年6月7日

• 家庭において、科学的根拠に基づく
規範に従い、食品の安全な取扱を実践
すること。下に示した “食品をより安
全にするための5つの鍵”に従うこと
で、食品に由来する疾病のリスクが低
減されます。

• 既知のリスクと新たなリスクを
含む食品安全に関する研究を実施
し、そして共有すること。また、
発見を食品安全政策につなげ、公
衆に周知すること。

• 政府や食品業界に対して、最新
の食品安全規範、新興リスク、そ
して食品に由来する疾病を防ぐた
めの信頼できる科学研究やデータ
の重要性に関する教育や訓練を提
供すること。

:
• 生徒に安全な食品の取扱と食品
衛生を教えるなど、食品安全の基
礎を教え、食品安全教育を学校の
カリキュラムに取り入れること。

• 食品安全を楽しいものにするこ
と! 創造的な活動を通して生徒達
が学ぶことを後押しし、学校内で
の適正規範の開発に生徒自身を巻
き込むこと。

• 科学への興味を後押しするこ
と。次世代の科学者は学校にいる！
子供達が、科学への理解を深め、
情報をしっかり評価し、正しい
科学的知識に基づく選択ができる
能力を身につけられるようにしま
しょう。
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参加しよう  

スポーツイベントを開催しよう:

食品安全を推進するための、ランニングや
ウォーキング、ダンスのイベントは、人々
を地域社会に参加させ、食品安全への意識
を高める素晴らしい方法です。

意識を高めるためのキャンペーンを立ち上げよう。
すぐに使える私達のコミュニケーションツールを
使って、食品安全における科学の役割を強調した、
自主製作のビデオ、パンフレット、あるいはポス
ターを用意しましょう。グローバルな会話に参加す
るためには、#WorldFoodSafetyDayのハッシュタグ
をお忘れなく！

クリエイティブになりましょう:

食品安全を支えている科学を祝うために、作曲をし
たり、ダンスを創作したり、詩を書いたり、絵を描
いたりしましょう！科学やイノベーションが、いか
に私達が食べる食品を安全に保つための助けになっ
ているかを表現しましょう。

クイズ大会を主催して、あなたの地域社会
に、食品安全とそれを支える科学への関心
をもってもらいましょう。クイズは、あな
たの地域社会、企業や組織の中での意識向
上や食品の安全な取扱の促進に役立ちま
す。

食品安全に関するクイズ大会を
開いてみよう:

食品安全に関してどのような準備や対応が
できているか、同僚や取引先を集めて話し
あいましょう。ちょっとしたコツや情報を
提供するための、質疑応答のセッションを
設けましょう。

ソーシャルメディア
でつながろう:

展示会を企画しよう:

同僚や同級生、あるいは一般の人向けに、
食品安全に関する情報提供のための展示    
を作成しよう。

オンラインイベントを主催しよう:

世界食品安全の日  2025年6月7日



FAOとWHOは、あなたが食品安全への意識を高めイベントを
開くための助けになる、いくつかのコミュニケーションツー
ルを開発しています。これらのコミュニケーションツールは、
主に3つの場所から入手できます。

Food safety:
science in action

World Food Safety Day
7 June 2025

www.fao.org/world-food-safety-day

www.who.int/world-food-safety-day

#WorldFoodSafetyDay

The importance of food safety 

Aquaculture products are an important 
source of nutritious food, contributing 
with 88 million tonnes (49 percent of the 
global production of aquatic animals) 
to food security and are expected 
to continue their expansion. These 
products provide nutrients for millions 
of people all over the world, including 
landlocked regions. Food safety is a 
key component of good aquaculture 
governance, which is necessary to 
enhance the sector’s contribution to 
the achievement of related Sustainable 
Development Goals (SDGs). 

Hazards associated with aquaculture 
products are broadly the same as 
those occurring in wild-caught fish 
and seafood varieties. However, the 
inputs to aquaculture, such as feed, 
medication, stock and water and the 
practices and production environment, 
for example, proximity to other farming 
systems, all have the potential to 
introduce new hazards. For instance, 
the misuse of antimicrobials during 
aquaculture production can lead to the 
presence of antimicrobial residues in 
food and water bodies, as well as for the 
selection and spread of antimicrobial 
resistance (AMR).

Food safety  
is everyone's business
in aquaculture 

For World Food Safety Day 
(7 June), reveal an insider’s 
perspective by making a video of 
the food safety practices used on 
your fish farm. 
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food and water bodies, as well as for the 
selection and spread of antimicrobial 
resistance (AMR).

Food safety  
is everyone's business
in aquaculture 

For World Food Safety Day 
(7 June), reveal an insider’s 
perspective by making a video of 
the food safety practices used on 
your fish farm. 

コミュニケーションツール
• 世界食品安全の日ウェブサイト。世界食品安全
の日に関連するその他の全ての情報と同様に、こ
のリンクから、食品安全リーフレットや今年の世
界食品安全の日のニュースやイベントをご覧くだ
さい。

世界食品安全の日  2025年6月7日

• 電子媒体サイト。ポスター、広報素材、イベ
ントに活用できるその他の資材は全て、6つの
国連公用語(アラビア語、中国語、英語、フラ
ンス語、ロシア語、そしてスペイン語)で入手
することができます。

ダウンロードはこちら

• 食品安全ダッシュボード「Trello」。ソーシャ
ルメディアカード “食品安全のウソ・ホント？”
のメッセージ、ビデオ、そしてわかりやすい情
報・画像は全て、6つの国連公用語にて世界食
品安全の日Trelloボードから入手することがで
きます。このボードは、毎年6月7日頃に定期的
に更新されますので、お見逃しなく。

https://digital-media.fao.org/Folder/2A6XC5IN3TZH
https://trello.com/b/ldzjFBJA/world-food-safety-day
https://trello.com/b/ldzjFBJA/world-food-safety-day
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/world-food-safety-day/wfsd-homepage/en/


　世界食品安全の日の共通ロゴマークは、変更を加えない限り
　全ての世界食品安全の日キャンペーンで使用できます。　　
　こちらからご自由にダウンロードしてください。　

　ただし、FAOとWHOのロゴマークは、他のロゴマークと併用
　するかしないかに関わらず、いかなる理由があっても、事前
　に両組織に使用申請しなければならないことに注意してくだ
　さい。詳細についてはFAOとWHOのウェブサイトをご参照く
　ださい。

世界食品安全の日  2025年6月7日

著作権について
（ロゴマークの使用許諾について）

https://digital-media.fao.org/Folder/2A6XC5IN3TZH
https://www.fao.org/contact-us/terms/en/
https://www.who.int/about/communications/credible-and-trusted/who-brand
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Some rights reserved. This work is made 
available under the Creative Commons 
Attribution - 4.0 International licence (CC BY 4.0). 

本文書は、国際連合食糧農業機関(FAO)及び世界保健機関(WHO)により出版された 
7 June 2025| World Food Safety Day Communication Toolkitを消費者庁の研究＊
として日本語に翻訳したものである。原文と翻訳に相違がある場合は原文が優先さ
れる。＊令和7年度 食品衛生基準行政推進調査事業費補助金「食品行政における　
国際整合性の確保と食品分野の国際動向に関する研究」(研究代表者：渡邉敬浩)

このツールキットは、FAOとWHOにより開発され、世界中で
食品安全を推進しようとする人達が、世界食品安全の日に合 
わせて実施しようとするイベントの支援を目的にしています。 

今年、あなたが世界食品安全の日にどのようなイベントを企画
しているか、また、どのように科学を実践するのか、是非教え
てください。

イベントやニュースは、世界食品安全の日ウェブサイトに投稿
することができます。

イベントの詳細、写真、ビデオを共有しましょう。 

Eメール: world-food-safety-day@fao.orgg 
world-food-safety-day@who.int

ソーシャルメディア: tag @FAOWHOCodex on X
参加する: WHO’s Food Systems Community
of Practice food safety group
https://www.whofoodsystems.org/

ハッシュタグ: #WorldFoodSafetyDay

世界食品安全の日  2025年6月7日

mailto:world-food-safety-day%40fao.org?subject=
mailto:world-food-safety-day%40who.int?subject=
https://www.whofoodsystems.org/



